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	機能: 神経突起伸展に関与している可能性があります。,PTM: Cys-999 および/または Cys-1000 のパルミトイル化は、膜標的化に必要です。,細胞内局在: 成長円錐に多く含まれています。,サブユニット: GNAI1、GNAO1、および GNAZ の活性型と相互作用します。,組織特異性: 中枢神経系で広く発現しており、脊髄で最も多く発現しています。,機能: 神経突起伸展に関与している可能性があります。,PTM: Cys-999 および/または Cys-1000 のパルミトイル化は、膜標的化に必要です。,細胞内局在: 成長円錐に多く含まれています。,サブユニット: GNAI1、GNAO1、および GNAZ の活性型と相互作用します。,組織特異性: 中枢神経系で広く発現しており、脊髄で最も多く発現しています。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	GPRIN1抗体を用いたHT-29細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	GRIN1ポリクローナル抗体を1：500に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。
	

	GRIN1ポリクローナル抗体（1：500希釈）を用いたHT29細胞のウェスタンブロット解析

